
決算書掲載頁　P173

内
訳

市南部における５つの谷を広域農道で結ぶことにより、地域交流の促進や利便性の向上、農業経営体質の改善、農産
物輸送の効率化を図る。

大阪府において、事業期間等を精査することで、事業計画全体の検討が考えられる。また、ふるさと農道整備により、本
市山間部の農業集落を結びつけることとなり、農産物輸送の効率化等に寄与する。
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事業： 広域農道整備事業 0247
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府営広域農道整備事業に対する負担金の執行。
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市南部における５つの谷を広域農道で結ぶことにより、農林産物輸送体制の強化や地域間交流の促進、交通利便性の
向上を図る。
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直営 平成6年度 土地改良法

広域農道受益者、河内長野市民

ふるさと農道が整備されることで、本市山間部の農業集落を結ぶこととなり、農林産物輸送体制の強化や地域間交流の
促進に寄与する。
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大阪府が実施する、ふるさと農道整備事業に対する負担金の適正な執行。
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事業：広域農道整備事業                                

 大阪府が実施する広域農業事業に対し、大阪府に負担金を支払った。 

 

細事業：ふるさと農道整備事業                             

１．ふるさと農道整備事業負担金  

  本市山間部の農業集落を結びつけることにより、地域交流の促進や利便性の向上を図り農業振興を進めるため、

大阪府が実施する広域農道整備事業に対し、大阪府に負担金を支払った。 

・ふるさと農道整備事業負担金                              44,445,000 円 

・ふるさと農道整備事業負担金（H23 年度繰越分）             2,651,000 円 

 

府道加賀田片添線取付道路部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

 

加賀田区間工事状況 

 

 


